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中
央
圏
域 
担
当
：
柏
原

（
山
波
、
新
高
山
、
長
江
、
久
保
、

筒
湯
、
土
堂
、
日
比
崎
）

　
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
や
認
知
症
カ

フ
ェ
等
、
地
域
の
活
動
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
11
月
21

日（
木
）に
は
、
中
央
圏
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
で
、
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
活
動
を
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ

私
自
身
が
知
ら
な
い
取
り
組
み
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後

も
皆
さ
ん
の
地
域
へ
出
向
き
、一緒

に
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

北
部
圏
域 

担
当
：
石
井

（
原
田
、木
ノ
庄
、美
ノ
郷
、御
調
）

　
北
部
エ
リ
ア
は
、
御
調
町
が
７

地
区
社
協
、
原
田
・
木
ノ
庄
・

美
ノ
郷
町
が
６
地
区
社
協
の
、

合
わ
せ
て
13
地
区
社
協
で
す
。

　
尾
道
市
で
は
、
若
い
世
代
か
ら
高
齢
者
ま
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

あ
る
７
つ
の
圏
域
ご
と
に
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー（
地
域
支
え
合
い
推
進
員
）
を
配
置
し
て
、
地
域

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
は
、
地
域
の
住
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
ど
ん
な

地
域
に
し
た
い
か
考
え
た
り
、
困
り
ご
と
を
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ
た
り
、
地
域
で
必
要
な
集
う
場
や
資
源
を

調
べ
た
り
す
る
調
整
役
で
す
。

　
現
在
、
尾
道
市
社
協
で
は
、
７
つ
の
圏
域
の
う
ち
、
５
圏
域
を
受
託
し
て
お
り
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
地
域
活
動
の
一
端
を
紹
介
し
ま
す
。
今
後
、
各
地
域
へ
お
伺
い
し
、
一
緒
に
地
域
づ
く
り
の
お
手
伝
い

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
地
域
の
中
で
は
、
孤
立
死
や

悪
徳
商
法
、
虐
待
な
ど
地
域
社

会
か
ら
の
孤
立
に
よ
り
、
様
々
な

課
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
課
題
を
未
然
に
防
ぐ

に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
さ
り
げ

な
い
見
守
り
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
他
の
地
区
に
先
駆
け
て

原
田
・
三
成
・
木
ノ
庄
東
・
大
和
・

綾
目
地
区
社
協
で
は
、
地
域
で

の
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
取
り

組
み
、
支
え
合
い
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

西
部
圏
域 

担
当
：
藤
原

（
栗
原
・
久
山
田
、日
比
崎
、
吉
和
、

栗
原
北
）

　
栗
原
・
久
山
田
地
区
で
は
、役

員
と
町
内
会
長
13
名
で
、三
美
園

自
治
会
の
見
守
り
活
動
の
視
察

研
修
へ
行
き
ま
し
た
。参
加
さ
れ

た
方
か
ら
は
、「
大
変
有
意
義
で

あ
っ
た
」「
見
守
り
体
制
の
仕
組
み

を
参
考
に
し
た
い
」な
ど
の
感
想

が
出
さ
れ
、今
後
の
取
り
組
み
に

繋
が
る
視
察
と
な
り
ま
し
た
。

　南
部
圏
域 

担
当
：
新
田

（
瀬
戸
田
）

　
瀬
戸
田
町
名
荷
地
区
で
は
、

10
月
21
日
よ
り
、
４
回
シ
リ
ー
ズ

で
生
活
介
護
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
を
開
講
中
で
す
。 

　
た
く
さ
ん
の
名
荷
地
区
の
皆

さ
ん
が
、
わ
が
町
の
地
域
づ
く
り

に
関
心
を
持
ち
集
ま
っ
て
お
ら
れ

ま
す
。

　南
部
圏
域 

担
当
：
峰
松

（
因
島
）

　
因
島
で
は
、現
在
第
２
層
協
議

体
の
立
ち
上
げ
に
、取
り
組
ん
で

い
ま
す
。因
島
医
師
会
、ビ
ロ
ー
ド

の
丘
、地
区
社
協
、区
長
会
、民

生
委
員
、老
人
ク
ラ
ブ
、青
年
会

議
所
の
代
表
者
に
メ
ン
バ
ー
と
し

て
参
加
し
て
い
た
だ
き
、高
齢
者

が
安
心
し
て
在
宅
で
暮
ら
せ
る
地

域
づ
く
り
を
目
指
し
、話
し
合
い

を
行
っ
て
い
ま
す
。各
町
の
役
員

の
皆
様
に
は
、「
地
域
資
源
マ
ッ

プ
」の
作
成
に
も
、ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
。こ
れ
を
今
後
の
地
域

づ
く
り
に
活
用
し
な
が
ら
、進
め

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

『赤い羽根共同募金の活動報告』『赤い羽根共同募金の活動報告』
【街頭募金活動】10月1・2日、12月1・2日
　尾道駅前や長江口、スーパーなど17ヵ所で街頭募金活動を行いました。
地域の方や福祉団体、多くのボランティアの皆さんにご協力をいただき、
子どもから高齢者まで幅広い世代の方に募金いただきました。

【10月20日  福祉まつりで募金活動】
　尾道市総合福祉センターで開催された第48回おのみち福祉まつりでは、
スタンプコーナーに募金箱を設置し、カープバッジの募金もお願いしました。
多くの参加者から募金をいただき、28,476円の浄財が集まりました。
　その他、福祉施設・病院・公民館等に募金箱を設置していただき、尾道市
内の小学校や企業にも募金活動をお願いしました。

　引き続き、総合福祉センターや市社協各支所でも募金箱を設置し、1,000円以上
の募金でカープバッジをお渡ししています。ご協力をよろしくお願いします。

　集まった募金は、一度
広島県共同募金会に送金
し、尾道市共同募金委員
会に配分され、地域の活
動に活かされています。

全額送金

配分

地区社協、福祉団体、尾道市社協等
の福祉活動に助成

（10,817,304円　約56％）

県内の広域的な福祉活動への助成
や災害支援に備えた積立

（8,474,000円　約44％）

社会福祉法人  広島県共同募金会

★募金は地域の活動に活かされています★
平成30年度 尾道市共同募金実績額　19,291,304円

戸別募金
12,283,550円

街頭募金
2,075,965円

法人募金
2,952,825円

学校募金
231,138円

職域募金
1,747,826円

　尾道いきいき大学は、市内在住の60歳以上の方を対象
に、年20回の実技講座と、年８回の教養講座を開催して
います。９講座ある実技講座の学習の成果を、下記のとお
り発表しますので、皆様ぜひご来場ください。

日　時　令和２年２月１日（土）　10：30～16：00
　　　　令和２年２月２日（日）　９：00～15：00
場　所　尾道市総合福祉センター
内　容　舞台発表（茶道講座、英会話講座ほか）や作品

展、茶道講座によるお茶席等

尾道いきいき大学学生祭開催



御調支所 ☎ 0848（76）1231　　　向島支所 ☎ 0848（45）2113 行事の申し込み・お問い合わせは ☎ 0848（22）8385へ

匿　　　名 （1件） 金一封

尾道市災害義援金
（令和元年9月21日～令和元年11月20日受付分）（敬称略）

（令和元年9月21日～令和元年11月20日受付分）

【本所受付分】
（9月分）
金山喜久男 （高須町　亡妻　ヒロ子） 金一封
藤井　繁人 （浦崎町　亡父　康夫） 金一封
箱田　智則 （西藤町　亡母　之恵） 金一封

（10月分） 
杉谷　和子 （高須町　亡母　粟村安子） 金一封
中段　敬宏 （木ノ庄町　亡父　久登） 金一封
光吉　一真 （美ノ郷町　亡母　ユキエ） 金一封
山𦚰　光春 （西藤町　亡妻　八重子） 金一封
黒瀬　和枝 （吉和町　亡夫　繁男） 金一封
榊原　保則 （向東町　亡妻　登紀子） 金一封
柿本　啓子 （向東町　亡父　篤夫） 金一封
高橋　　稔 （福山市　亡母　高美） 金一封
岡田眞理子 （新高山一丁目　亡夫　正志） 金一封
志毛　保美 （東則末町　亡母　カツ子） 金一封
大前　厚子 （美ノ郷町　亡夫　和三） 金一封
広川　豊子 （山波町　亡夫　栄） 金一封
石原　嘉三 （美ノ郷町　亡母　幸枝） 金一封
村上　　護 （高須町　亡母　ムツヱ） 金一封
貝川　文吉 （栗原町　亡妻　玉枝） 金一封
匿　　　名 （1件） 金一封

（11月分）  
蔦本　妙子 （木ノ庄町　亡夫　邦男） 金一封
元広　健一 （栗原町　亡妻　ヤスコ） 金一封
大本　員義 （美ノ郷町　亡父　芳文） 金一封
小川　真史 （十四日町　亡父　尚治） 金一封
髙橋　則子 （木ノ庄町　亡夫　徳之） 金一封

【御調支所受付分】
（10月分）
村上　　直 （御調町徳永　亡祖父　亨） 金一封

西奥　昭義 （御調町福井　亡義母　スミヨ） 金一封
中森　靖子 （御調町丸門田　亡夫　国明） 金一封
新屋　光正 （御調町市　亡母　トシエ） 金一封
深川　佳節 （御調町貝ヶ原　亡父　博） 金一封

（11月分）
廣重　訓二 （御調町徳永　亡妻　久子） 金一封
胡谷　博美 （御調町山岡　亡母　ヒロコ） 金一封
吉田　成邦 （御調町植野　亡祖母　サツヱ） 金一封
新屋　俊勝 （御調町綾目　亡母　トミコ） 金一封
梶本　妙子 （御調町徳永　亡夫　正幸） 金一封
前田　覚蔵 （御調町貝ケ原　亡妻　恵美子） 金一封

【向島支所受付分】
（9月分）
藤原冨佐子 （向島町　亡子　信昭） 金一封
𠮷原　博隆 （向島町　亡母　義子） 金一封
新田　博文 （向島町　亡母　ミエ子） 金一封

（10月分）
福本　理恵 （向島町　亡夫　哲史） 金一封
半田　　香 （向島町　亡父　博紹） 金一封
力石　信子 （向島町岩子島　亡夫　信治） 金一封
村上　孝秋 （向島町　亡母　笑子） 金一封
信岡　温子 （向島町　亡夫　啓） 金一封
舟橋　義浩 （向島町　亡母　正子） 金一封
𠮷原　正和 （向島町　亡母　壽美） 金一封
賀川　暢子 （向島町　亡夫　洋成） 金一封
匿　　　名 （1件） 金一封

（11月分）
三阪　清貴 （向島町岩子島　亡父　忠昭） 金一封
吉原　恵子（向島町　亡夫　英雄） 金一封
桒原　泰子 （向島町立花　亡夫　俊明） 金一封

川口　純司 （向島町岩子島　亡母　隆江） 金一封
谷本　恒世 （向島町　亡妻　准子） 金一封

【因島支所受付分】
（9月分）
花岡　誠司 （因島田熊町　亡父　重幸） 30,000

（10月分）
峯松　英雄 （因島中庄町　亡母　トミ子） 金一封
村上　博啓 （因島大浜町　亡母　喜代子） 金一封

（11月分）
村上　和弘 （因島田熊町　亡母　榮美） 金一封
松浦　秀典 （因島中庄町　亡祖父　和助） 金一封
千葉伊都子 （因島土生町　亡母　美代子） 金一封

【瀬戸田支所受付分】
（10月分）
田坂　　亮 （瀬戸田町荻　亡父　宗） 金一封
大本　憲紀 （瀬戸田町高根　亡妻　真由美） 金一封

一般寄付
藤本　攝雄 （百島町） 金一封
福祉まつり協力団体（8団体） 18,600
匿　　　名 （3件） 金一封

市社協指定寄付金（計） 937,600
地区社協指定寄付金（計） 954,500

物品寄付
株式会社ハローズ（門田町） 車椅子　6台

市社協の運営に対しまして、ご理解とご協力をいただきました
賛助会員・団体会員の方々です。
（令和元年9月21日～令和元年11月20日受付分）（敬称略・順不同）

ご寄付ありがとうございましたご寄付ありがとうございました

会費ご協力ありがとうございました会費ご協力ありがとうございました
賛助会員（企業等）
（一社）尾道薬剤師会
漢字同好会
ローソン御調町店（株）森鳰酒店
（有）中本薬局

尾道市認知症キャラバン・メイト連絡会
賛助会員（個人）
瀬尾　暁史
金山喜久男
大田垣千恵子
児玉フジエ

団体会員

　11月10日（日）、瀬戸田ボランティア連絡協議会は、瀬戸田
市民会館にて、公益財団法人　ひろしまこども夢財団理事長
の三好久美子さんをお招きし、「出会って　知って　つながっ
て」という演題で講演会を開催しました。地元でボランティア活
動をされている方から、ボランティアに関心のある方まで幅広
い参加がありました。
　三好さんは、ご自身のボランティア活動を通して、「人生の
充実（生きがい）と相手に喜んでもらえる役立感で、しあわせ
な人生を歩んできました。現在は、地元福山で立ち上げたボラ
ンティアグループ『ばあちゃんズ』の活動を、子ども会等とリンク
して広げています。」と話され、「皆さんのボランティア活動も、
つながらなければ広がらない」と応援がありました。
　瀬戸田ボランティア連絡協議会は、今後も、ボランティアの
研修会を開催し、
ボランティアの魅力
の啓発活動を行
い、また、一緒に活
動していく仲間作り
を続けていきたいと
思っています。

ボランティア推進講演会を開催しました 　認知症の人やご家族、地域の方、専門職等、
どなたでも気軽に集まれる場所です。介護の相談
も出来ます。皆さまのご参加をお待ちしています。

【オレンジカフェみにみに】
　　　　※６月にオープンしました!!
日　時　毎月第３木曜日　10:00～11:30開催 
場　所　（もと）喫茶ミニミニ（向東町2218-2）
参加費　１人100円（お茶・お菓子代）
問い合わせ先　尾道市向島地域包括支援センター
　　　　　　   ☎0848（41）9240

オレンジカフェ（認知症カフェ）の紹介オレンジカフェ（認知症カフェ）の紹介

令和元年度  尾道市社会福祉大会を開催

　
11
月
19
日
、
尾
道
市
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
福
祉
関
係
者
や
市
民

約
２
５
０
人
が
参
加
し
、

社
会
福
祉
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
福
祉
社

会
の
更
な
る
充
実
を
願
い
、

福
祉
活
動
功
労
者
の
表
彰

と
誰
も
が
身
近
な
地
域
の

中
で
安
心
し
て
生
活
で
き

る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

市
民
の
連
携
を
深
め
る
機

会
に
な
る
こ
と
を
目
的
に
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
も
福
祉
活
動
功

労
者
と
し
て
、
尾
道
市
社

会
福
祉
協
議
会
会
長
か
ら

社
会
福
祉
協
議
会
関
係
者

８
名
、
民
生
委
員
児
童
委

員
88
名
、
社
会
福
祉
施
設
・

団
体
関
係
者
22
名
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
10
名
、
介
護
者
７

名
の
合
わ
せ
て
１
３
５
名
の

方
々
に
表
彰
状
を
贈
呈
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
式
典
終
了
後
、

プ
ロ
ア
ス
リ
ー
ト
の
鈴
木
徹

さ
ん
に
記
念
講
演
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。「
２
つ
の

病
で
自
分
か
ら
手
を
挙
げ

ら
れ
な
か
っ
た
子
ど
も
の
頃

で
し
た
が
、
ス
ポ
ー
ツ
を
頑

張
る
こ
と
で
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
上
が
り
今
の
私
が
あ
り

ま
す
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

表彰式　福祉活動功労者 記念講演　『 ２つのコンプレックスが私の武器になった 』
走り高跳びプロ選手　鈴木  徹さん

ボランティア活動紹介 瀬戸田地域

～尾道市立向東中学校～文化祭で募金活動
　ボランティア実践校の指定を受けている尾道市立向東中学校
では、11月9日の文化祭で赤い羽根共同募金活動を行いました。
「ボランティア活動を推進している本校では、生徒会が中心となっ
て募金を呼びかけ、例年以上の17,055円の募金が集まりました」と
生徒会長。
　集まった浄財は、尾道市共同募金委員会に寄贈いただき、広島
県共同募金会へ送金させていただきました。工夫を凝らした活動
と積極的な呼びかけを有難うございました。



因島支所 ☎ 0845（22）6562　　　瀬戸田支所 ☎ 0845（27）3846

 
暮らしの中の心配ごとや悩みごとを、専門相談員がお伺いいたします。お気軽にご相談ください。 

相談担当 相 談 日 時 相談内容 

法律（弁護士） 13：00～16：10（約30分） 財産・相続・金銭貸借・離婚等の法律に関すること 

法律（司法書士） 13：00～16：10（約30分） 登記・相続等の手続きに関すること 

法律（元調停委員） 

要
予
約 13：00～15：50（約40分） 離婚・相続等調停に関すること 

法律（元公証人） 13：00～16：10（約30分） 相続・遺言書に関すること 

傾聴ボランティア コスモス
（こころの悩みごと） 

12/18、1/15、2/19
毎月1日から予約受付

1/16、2/13、3/12

1/7、2/4、3/3

12/20、1/17、2/21

毎週月曜日 10：00～16：00 悩みごと、心配ごとなど、じっくりとお伺いします 

場所：総合福祉センター１階　〔予約受付：☎0848（21）0322  平日9～17時まで〕 福祉総合相談福祉総合相談福祉総合相談

【くらしサポートセンター尾道】 様 な々理由で生活にお困りの方のご相談を受け付けています。お気軽にお問い合わせください。
　受付日時　＜総合福祉センター＞月～金（祝日、12月29日から翌年1月3日までを除く）９時～16時
　　　　　　＜因島出張相談＞毎月第１水曜、第３水曜（予約制） ご相談、お問合せ　☎ 0848（21）0322

総合福祉センターの利用登録について
「令和２年度の無料登録団体」の
申請を受け付けます
　申請書は、センター窓口で配布しています。
　会則、会員名簿を添付のうえ、令和２年２月７日（金）
までにセンター窓口にご提出ください。
　令和２年４月分（３月１日より予約受付）の利用から新年
度の登録が必要となります。
　新規登録については、下記へお問い合わせください。

問い合わせ先：社協地域福祉課　☎0848（22）8385

社協 介護保険事業所 職員募集

（パート）看護職員
勤務地：（本　所）尾道市門田町22-5
資　格：准看護師以上、
　　　　普通自動車運転免許
担　当：（本　所）實井　☎0848（21）1262

（パート）介護職員
勤務地：（本　所）尾道市門田町22-5
　　　　（瀬戸田）尾道市瀬戸田町林1288-7
資　格：介護福祉士
　　　　介護職員初任者研修
　　　　（旧ホームヘルパー２級）以上
　　　　原付以上の運転免許
担　当：（本　所）實井　☎0848（21）1262
　　　　（瀬戸田）福田　☎0845（27）3846

　10月17日（木）、株式会社ハローズから６台の車椅子
（介助用）を寄贈していただきました。
　「当店では、レジ袋の収益の中から車椅子を寄贈して
います。地域の皆様のお役に立てれば幸いです。これ
からも地域貢献につながる活動を行っていきます」と思い
を述べられました。
　寄贈を受け、本会会長から、感謝の言葉と感謝状を
贈りました。株式会社ハローズからの車椅子寄贈は、
今回で４回目と
なります。車
椅子は、外出
などで必要とさ
れている方々
のために有効
に活用させて
いただきます。

　当事業所で一緒に働いていただける方を若干名募
集します。
　詳しくは、担当者までご連絡ください。

車椅子の寄贈
ありがとうございました

福祉センター  職員募集
　一緒に働いていただける方を募集しています。
　詳しくは担当者までご連絡ください。

＜福祉センター厚生員（嘱託職員）＞
勤務時間　9：00～17：00（７時間勤務）
休　　日　週2日（月曜日、土か日曜日いずれか）
募集人員　1名

●お気軽にお電話ください。
　社協地域福祉課　☎0848（22）8385

高頭ふれあいサロンは
笑顔いっぱい

　高頭ふれあいサロンは、吉和地区の高頭会館で
毎月開催されているふれあいサロンです。毎回様々
な内容で、地域の方が参加されています。
　この日は体力測定の後、フラワーアレンジメント、
レクリエーションと盛りだくさんな内容で楽しみま
した。
　フラワーアレンジメントは、みなさん自己流で生け
ており、男性も上手に仕上げていました。きれいな
花を愛でながら、花の名前を聞いたりと会話も弾み
ました。
　レクリエーションでは、ふれあいサロン支援員
指導のもと、二人組・三人組になって手遊びをしま
したが、大変盛り上がりおなかを抱えて笑い、涙を
流す方もいました。家ではこんなに笑うこともない
ので、とてもよかったと話してくれました。

いきいきサロン山波
ボッチャを体験

　山波地区で開催しているいきいきサロン山波で、
ボッチャを体験しました。ボッチャとは、ヨーロッパ
発祥の障害をもつ方のための競技でパラリンピック
公式種目です。
　指導員からルール説明を聞いて、2チームに分かれ、
ボールを投げました。実際パラリンピックで使用される
ものと同じ道具を使っての体験だったので、最初は
緊張もしましたが、なんとかうまく投げることができました。
回数を重ねていくうちに、どんどん上達し、どのように投
げると得点につながるか、みなさん一生懸命考えました。
真剣な表情で、目標のボールに向かって投げる姿は
アスリートさながらでした。うまくいったときはみなさんで
喜び、楽しいひとときを過ごすことができました。
　手作りの食事もとても喜ばれ、みなさんとてもいい
表情で帰られました。

　65歳以上の7人に1人は認知症であるといわれる今、認知症は特別なことでは
ありません。認知症になっても住み慣れた地域で自分らしく暮らしていくためにはどう
したらよいのか、一緒に考えてみませんか。

日　時　令和2年１月11日（土）　13：30～15：30
場　所　総合福祉センター４階　大会議室
講　演　｢認知症を受け入れる文化づくり｣　～認知症の人ととも生きる～
講　師　エスポアール出雲クリニック
　　　　　院長　高橋  幸男 さん
参加費　無料（どなたでもご参加できます）
主　催　尾道市、尾道市社会福祉協議会
　　　　尾道市 高齢者福祉課　☎0848（38）9137
問い合わせ先　尾道市社会福祉協議会　☎0848（22）8385

認知症にやさしいまちづくり講演会

ふれあいサロン活動紹介



各センター行事等の申し込み・お問い合わせは ☎ 0848（22）8385へ 各センター行事等の申し込み・お問い合わせは ☎ 0848（22）8385へ

福祉センター事業 月曜日は休館日（申込み・問い合わせは火～日にお願いします）

「つどい」
　障害者手帳をお持ちの方の楽しい行き場所、居場所と
して開催しています。毎月、内容がかわります。

1月「民謡～みんなで歌おう～」
　懐かしい民謡を歌って楽しみましょう。
　声を出すことは健康につながります。

日　時　令和2年１月22日（水）　10:00～11:30
場　所　総合福祉センター１階　作業室
講　師　小林昭光さん
定　員　15名
参加費　無料
※事前申し込みをしてください。

「スポーツ吹き矢」
　毎年恒例のスポーツ吹き矢は障害のある方でも無理なく
できます。腹式呼吸を大切にして楽しみましょう。

日　時　令和2年1/16、1/23、1/30、2/6、2/13
　　　　いずれも木曜日の13:30～14:30
場　所　総合福祉センター１階　機能回復訓練室
講　師　倉本のり子さん
　参加費無料ですが初めての方はマウスの購入をして
いただきます。（110円）
※事前申し込みをしてください。

「パソコン入門」参加者募集しています。
　尾道市内の障害者手帳をお持ちで、パソコン初心者の
方、スイッチを入れるところからゆっくりと習いましょう。
日　時　毎週金曜日　10:00～12:00
参加費　100円/月
※パソコン持ち込み出来る方、優先。

障害者福祉センター

★こどもと大人がまなぶ家庭の文化。室内あそび
～KAPLAブロック＆
世界のボードゲームで遊ぼう～

　「KAPLA」ブロックは、どんな形でも作り出せるフラン
ス生まれの“魔法の板”です。今月はボードゲームと一緒
の場所で体験してみよう！

日　時　12月21日（土）　13:30～15:30
参加費　無料
場　所　総合福祉センター２階　児童センター内
申込方法　申込不要

★新年おたのしみ会
　コマ遊びやけん玉、お手玉、南京玉すだれなど楽しい
遊びがたくさん！名人も来てくれます。最後に「ぜんざい」
のおもてなしもあります。（※ぜんざいは子ども優先）

日　時　令和２年1月11日（土）　10:30～11:30
参加費　無料
場　所　総合福祉センター２階　児童センター
申込方法　12月15日（日）9：30～受付開始。直接来館、

電話でお申し込みください。

※尾道市在住の障害者手帳をお持ちの方が対象です。

★子どもいけばな教室
日　時　 9 回目  令和2年1月18日（土） 
　　　　10回目  令和2年2月15日（土）
　　　　9:30～10:30　月1回　土曜日　全10回
場　所　総合福祉センター2階　会議室
講　師　池坊 山陽支部　 
　　　　井上満成さん、進来せい子さん
参加費　1回700円×残りの回数分を初回に納入
対象者　尾道市内在住の小学生・中学生
定　員　50名程度
※教室の3日前までに申込が必要
1月は港湾ビルで1年間の成果を発表いたします！

児童センター
※児童センターは、尾道市在住の0歳から18歳までの
　子どもたちを対象とした施設です。
　（就学前の子どもさんは保護者同伴でご利用ください）

　いろんな世代の方が参加できます。
親子や友人同士、演奏を聴いて癒されましょう♪
たくさんのご参加をお待ちしています。

日　時　12月22日（日）　10:00～11:30
場　所　総合福祉センター４階　大会議室
演奏者　ハーゲンダーツ　流川たんぽぽ団
参加費　無料
※直接、会場へお越しください。

母子・父子福祉センター

就労支援講座  受講生募集
簿記入門講座
対　象　どなたでも受講できます
日　時　令和２年１月11日～３月21日　土曜日
　　　　10：00～12：00　全10回
場　所　総合福祉センター
内　容　簿記の基礎（資産・負債・収益・費用）、仕訳や伝

票について学習します。
受講料　5,000円（テキスト代込）
定　員　10名（尾道市民・ひとり親家庭優先）
申し込み期限　12月26日（木）

調剤薬局事務講座
対　象　どなたでも受講できます
日　時　令和２年１月17日～３月６日　金曜日
　　　　９：30～12：30　全７回
場　所　総合福祉センター
内　容　調剤薬局で働くために必要な知識や技能を身に

つけ、資格取得を目指します。
講　師　㈱ニチイ学館
受講料　26,000円（テキスト代込）
　　　　※ひとり親家庭の親には助成あり
定　員　15名（尾道市民・ひとり親家庭優先）
申し込み期限　令和２年１月８日（水）

ひとり親家庭の親子交流会
～にこにこクッキング～
日　時　令和２年２月16日（日）　10：00～13：00　
場　所　総合福祉センター３階　調理実習室
参加費　一人300円（材料代）
内　容　おはぎを作ってみよう
持ち物　エプロン・三角巾・ふきん・台ふき・マスク・お茶
定　員　15組
申し込み期限　令和２年２月９日（日）

対　象　障害者の支援に関心がある方で、養成講座修了
後「介助ボランティア」として活動できる方

定　員　30名（定員になり
次第締め切ります）

会　場　総合福祉センター
受講料　無料

申し込み、問い合わせ
　尾道市障害者福祉センター
　（事務局　尾道市社会福祉協議会）
　☎0848（22）8385

　尾道市民のみなさんに福祉センターを知っていただく
ために毎月開催しています。
　尾道市民ならどなたでも参加できます。
※事前申込みをしてください。

1月「笑いヨガ～笑って笑ってお元気に～」
　新しい年を笑ってスタートしましょう！
日　時　令和2年１月30日（木）　10:00～11:30
場　所　総合福祉センター１階　和室
講　師　冠　亜矢さん
参加費　無料

よりあい広場 福祉センター事業

12月29日（日）～令和2年１月３日（金） 年末年始のため
 １月14日（火） 「成人の日」の振替のため

【お知らせ】※月曜日以外の休館日のお休みについて

三世代交流

“介助ボランティア養成講座”

月　日

講

　義

実
習

内　　容

令和２年１月12日（日）
13:30～15:00

令和２年１月19日（日）
13:30～15:00

令和２年１月26日（日）
13:30～15:00

「傾聴のスキル」
～こころの架け橋をかけましょう！！～
基礎心理カウンセラー　
占部千代子さん

｢知的障害の理解｣
社会福祉法人尾道さつき会
相談支援センターさつき　
相談支援専門員　豊久鉄大さん

① ｢“介助”を実際に体験しよう｣
　～車いすの扱い方、白杖体験など～
②「どんぐりの会について」
　介助ボランティアどんぐりの会

３回の講義を修了し、障害者福祉センターの料理教室での
介助をされる方にはあらためて実習日を決定し連絡します。

　障害のある人の「外に出たい。」「みんなと一緒に活動
したい。」という思いを後押しする介助ボランティアの養成
講座を開催します。相手の気持ちに寄り添いながら「でき
ないところを手助けする。」・・・
　あなたも「介助ボランティア」になって生き生きと活動しま
せんか。

障害者福祉センター

クリスマス☆コンサート
※尾道市在住の方対象です。

正方形のタオル
ハンカチを持参
してください



各センター行事等の申し込み・お問い合わせは ☎ 0848（22）8385へ 各センター行事等の申し込み・お問い合わせは ☎ 0848（22）8385へ

福祉センター事業 月曜日は休館日（申込み・問い合わせは火～日にお願いします）

「つどい」
　障害者手帳をお持ちの方の楽しい行き場所、居場所と
して開催しています。毎月、内容がかわります。

1月「民謡～みんなで歌おう～」
　懐かしい民謡を歌って楽しみましょう。
　声を出すことは健康につながります。

日　時　令和2年１月22日（水）　10:00～11:30
場　所　総合福祉センター１階　作業室
講　師　小林昭光さん
定　員　15名
参加費　無料
※事前申し込みをしてください。

「スポーツ吹き矢」
　毎年恒例のスポーツ吹き矢は障害のある方でも無理なく
できます。腹式呼吸を大切にして楽しみましょう。

日　時　令和2年1/16、1/23、1/30、2/6、2/13
　　　　いずれも木曜日の13:30～14:30
場　所　総合福祉センター１階　機能回復訓練室
講　師　倉本のり子さん
　参加費無料ですが初めての方はマウスの購入をして
いただきます。（110円）
※事前申し込みをしてください。

「パソコン入門」参加者募集しています。
　尾道市内の障害者手帳をお持ちで、パソコン初心者の
方、スイッチを入れるところからゆっくりと習いましょう。
日　時　毎週金曜日　10:00～12:00
参加費　100円/月
※パソコン持ち込み出来る方、優先。

障害者福祉センター

★こどもと大人がまなぶ家庭の文化。室内あそび
～KAPLAブロック＆
世界のボードゲームで遊ぼう～

　「KAPLA」ブロックは、どんな形でも作り出せるフラン
ス生まれの“魔法の板”です。今月はボードゲームと一緒
の場所で体験してみよう！

日　時　12月21日（土）　13:30～15:30
参加費　無料
場　所　総合福祉センター２階　児童センター内
申込方法　申込不要

★新年おたのしみ会
　コマ遊びやけん玉、お手玉、南京玉すだれなど楽しい
遊びがたくさん！名人も来てくれます。最後に「ぜんざい」
のおもてなしもあります。（※ぜんざいは子ども優先）

日　時　令和２年1月11日（土）　10:30～11:30
参加費　無料
場　所　総合福祉センター２階　児童センター
申込方法　12月15日（日）9：30～受付開始。直接来館、

電話でお申し込みください。

※尾道市在住の障害者手帳をお持ちの方が対象です。

★子どもいけばな教室
日　時　 9 回目  令和2年1月18日（土） 
　　　　10回目  令和2年2月15日（土）
　　　　9:30～10:30　月1回　土曜日　全10回
場　所　総合福祉センター2階　会議室
講　師　池坊 山陽支部　 
　　　　井上満成さん、進来せい子さん
参加費　1回700円×残りの回数分を初回に納入
対象者　尾道市内在住の小学生・中学生
定　員　50名程度
※教室の3日前までに申込が必要
1月は港湾ビルで1年間の成果を発表いたします！

児童センター
※児童センターは、尾道市在住の0歳から18歳までの
　子どもたちを対象とした施設です。
　（就学前の子どもさんは保護者同伴でご利用ください）

　いろんな世代の方が参加できます。
親子や友人同士、演奏を聴いて癒されましょう♪
たくさんのご参加をお待ちしています。

日　時　12月22日（日）　10:00～11:30
場　所　総合福祉センター４階　大会議室
演奏者　ハーゲンダーツ　流川たんぽぽ団
参加費　無料
※直接、会場へお越しください。

母子・父子福祉センター

就労支援講座  受講生募集
簿記入門講座
対　象　どなたでも受講できます
日　時　令和２年１月11日～３月21日　土曜日
　　　　10：00～12：00　全10回
場　所　総合福祉センター
内　容　簿記の基礎（資産・負債・収益・費用）、仕訳や伝

票について学習します。
受講料　5,000円（テキスト代込）
定　員　10名（尾道市民・ひとり親家庭優先）
申し込み期限　12月26日（木）

調剤薬局事務講座
対　象　どなたでも受講できます
日　時　令和２年１月17日～３月６日　金曜日
　　　　９：30～12：30　全７回
場　所　総合福祉センター
内　容　調剤薬局で働くために必要な知識や技能を身に

つけ、資格取得を目指します。
講　師　㈱ニチイ学館
受講料　26,000円（テキスト代込）
　　　　※ひとり親家庭の親には助成あり
定　員　15名（尾道市民・ひとり親家庭優先）
申し込み期限　令和２年１月８日（水）

ひとり親家庭の親子交流会
～にこにこクッキング～
日　時　令和２年２月16日（日）　10：00～13：00　
場　所　総合福祉センター３階　調理実習室
参加費　一人300円（材料代）
内　容　おはぎを作ってみよう
持ち物　エプロン・三角巾・ふきん・台ふき・マスク・お茶
定　員　15組
申し込み期限　令和２年２月９日（日）

対　象　障害者の支援に関心がある方で、養成講座修了
後「介助ボランティア」として活動できる方

定　員　30名（定員になり
次第締め切ります）

会　場　総合福祉センター
受講料　無料

申し込み、問い合わせ
　尾道市障害者福祉センター
　（事務局　尾道市社会福祉協議会）
　☎0848（22）8385

　尾道市民のみなさんに福祉センターを知っていただく
ために毎月開催しています。
　尾道市民ならどなたでも参加できます。
※事前申込みをしてください。

1月「笑いヨガ～笑って笑ってお元気に～」
　新しい年を笑ってスタートしましょう！
日　時　令和2年１月30日（木）　10:00～11:30
場　所　総合福祉センター１階　和室
講　師　冠　亜矢さん
参加費　無料

よりあい広場 福祉センター事業

12月29日（日）～令和2年１月３日（金） 年末年始のため
 １月14日（火） 「成人の日」の振替のため

【お知らせ】※月曜日以外の休館日のお休みについて

三世代交流

“介助ボランティア養成講座”

月　日

講

　義

実
習

内　　容

令和２年１月12日（日）
13:30～15:00

令和２年１月19日（日）
13:30～15:00

令和２年１月26日（日）
13:30～15:00

「傾聴のスキル」
～こころの架け橋をかけましょう！！～
基礎心理カウンセラー　
占部千代子さん

｢知的障害の理解｣
社会福祉法人尾道さつき会
相談支援センターさつき　
相談支援専門員　豊久鉄大さん

① ｢“介助”を実際に体験しよう｣
　～車いすの扱い方、白杖体験など～
②「どんぐりの会について」
　介助ボランティアどんぐりの会

３回の講義を修了し、障害者福祉センターの料理教室での
介助をされる方にはあらためて実習日を決定し連絡します。

　障害のある人の「外に出たい。」「みんなと一緒に活動
したい。」という思いを後押しする介助ボランティアの養成
講座を開催します。相手の気持ちに寄り添いながら「でき
ないところを手助けする。」・・・
　あなたも「介助ボランティア」になって生き生きと活動しま
せんか。

障害者福祉センター

クリスマス☆コンサート
※尾道市在住の方対象です。

正方形のタオル
ハンカチを持参
してください



因島支所 ☎ 0845（22）6562　　　瀬戸田支所 ☎ 0845（27）3846

 
暮らしの中の心配ごとや悩みごとを、専門相談員がお伺いいたします。お気軽にご相談ください。 

相談担当 相 談 日 時 相談内容 

法律（弁護士） 13：00～16：10（約30分） 財産・相続・金銭貸借・離婚等の法律に関すること 

法律（司法書士） 13：00～16：10（約30分） 登記・相続等の手続きに関すること 

法律（元調停委員） 

要
予
約 13：00～15：50（約40分） 離婚・相続等調停に関すること 

法律（元公証人） 13：00～16：10（約30分） 相続・遺言書に関すること 

傾聴ボランティア コスモス
（こころの悩みごと） 

12/18、1/15、2/19
毎月1日から予約受付

1/16、2/13、3/12

1/7、2/4、3/3

12/20、1/17、2/21

毎週月曜日 10：00～16：00 悩みごと、心配ごとなど、じっくりとお伺いします 

場所：総合福祉センター１階　〔予約受付：☎0848（21）0322  平日9～17時まで〕 福祉総合相談福祉総合相談福祉総合相談

【くらしサポートセンター尾道】 様 な々理由で生活にお困りの方のご相談を受け付けています。お気軽にお問い合わせください。
　受付日時　＜総合福祉センター＞月～金（祝日、12月29日から翌年1月3日までを除く）９時～16時
　　　　　　＜因島出張相談＞毎月第１水曜、第３水曜（予約制） ご相談、お問合せ　☎ 0848（21）0322

総合福祉センターの利用登録について
「令和２年度の無料登録団体」の
申請を受け付けます
　申請書は、センター窓口で配布しています。
　会則、会員名簿を添付のうえ、令和２年２月７日（金）
までにセンター窓口にご提出ください。
　令和２年４月分（３月１日より予約受付）の利用から新年
度の登録が必要となります。
　新規登録については、下記へお問い合わせください。

問い合わせ先：社協地域福祉課　☎0848（22）8385

社協 介護保険事業所 職員募集

（パート）看護職員
勤務地：（本　所）尾道市門田町22-5
資　格：准看護師以上、
　　　　普通自動車運転免許
担　当：（本　所）實井　☎0848（21）1262

（パート）介護職員
勤務地：（本　所）尾道市門田町22-5
　　　　（瀬戸田）尾道市瀬戸田町林1288-7
資　格：介護福祉士
　　　　介護職員初任者研修
　　　　（旧ホームヘルパー２級）以上
　　　　原付以上の運転免許
担　当：（本　所）實井　☎0848（21）1262
　　　　（瀬戸田）福田　☎0845（27）3846

　10月17日（木）、株式会社ハローズから６台の車椅子
（介助用）を寄贈していただきました。
　「当店では、レジ袋の収益の中から車椅子を寄贈して
います。地域の皆様のお役に立てれば幸いです。これ
からも地域貢献につながる活動を行っていきます」と思い
を述べられました。
　寄贈を受け、本会会長から、感謝の言葉と感謝状を
贈りました。株式会社ハローズからの車椅子寄贈は、
今回で４回目と
なります。車
椅子は、外出
などで必要とさ
れている方々
のために有効
に活用させて
いただきます。

　当事業所で一緒に働いていただける方を若干名募
集します。
　詳しくは、担当者までご連絡ください。

車椅子の寄贈
ありがとうございました

福祉センター  職員募集
　一緒に働いていただける方を募集しています。
　詳しくは担当者までご連絡ください。

＜福祉センター厚生員（嘱託職員）＞
勤務時間　9：00～17：00（７時間勤務）
休　　日　週2日（月曜日、土か日曜日いずれか）
募集人員　1名

●お気軽にお電話ください。
　社協地域福祉課　☎0848（22）8385

高頭ふれあいサロンは
笑顔いっぱい

　高頭ふれあいサロンは、吉和地区の高頭会館で
毎月開催されているふれあいサロンです。毎回様々
な内容で、地域の方が参加されています。
　この日は体力測定の後、フラワーアレンジメント、
レクリエーションと盛りだくさんな内容で楽しみま
した。
　フラワーアレンジメントは、みなさん自己流で生け
ており、男性も上手に仕上げていました。きれいな
花を愛でながら、花の名前を聞いたりと会話も弾み
ました。
　レクリエーションでは、ふれあいサロン支援員
指導のもと、二人組・三人組になって手遊びをしま
したが、大変盛り上がりおなかを抱えて笑い、涙を
流す方もいました。家ではこんなに笑うこともない
ので、とてもよかったと話してくれました。

いきいきサロン山波
ボッチャを体験

　山波地区で開催しているいきいきサロン山波で、
ボッチャを体験しました。ボッチャとは、ヨーロッパ
発祥の障害をもつ方のための競技でパラリンピック
公式種目です。
　指導員からルール説明を聞いて、2チームに分かれ、
ボールを投げました。実際パラリンピックで使用される
ものと同じ道具を使っての体験だったので、最初は
緊張もしましたが、なんとかうまく投げることができました。
回数を重ねていくうちに、どんどん上達し、どのように投
げると得点につながるか、みなさん一生懸命考えました。
真剣な表情で、目標のボールに向かって投げる姿は
アスリートさながらでした。うまくいったときはみなさんで
喜び、楽しいひとときを過ごすことができました。
　手作りの食事もとても喜ばれ、みなさんとてもいい
表情で帰られました。

　65歳以上の7人に1人は認知症であるといわれる今、認知症は特別なことでは
ありません。認知症になっても住み慣れた地域で自分らしく暮らしていくためにはどう
したらよいのか、一緒に考えてみませんか。

日　時　令和2年１月11日（土）　13：30～15：30
場　所　総合福祉センター４階　大会議室
講　演　｢認知症を受け入れる文化づくり｣　～認知症の人ととも生きる～
講　師　エスポアール出雲クリニック
　　　　　院長　高橋  幸男 さん
参加費　無料（どなたでもご参加できます）
主　催　尾道市、尾道市社会福祉協議会
　　　　尾道市 高齢者福祉課　☎0848（38）9137
問い合わせ先　尾道市社会福祉協議会　☎0848（22）8385

認知症にやさしいまちづくり講演会

ふれあいサロン活動紹介



御調支所 ☎ 0848（76）1231　　　向島支所 ☎ 0848（45）2113 行事の申し込み・お問い合わせは ☎ 0848（22）8385へ

匿　　　名 （1件） 金一封

尾道市災害義援金
（令和元年9月21日～令和元年11月20日受付分）（敬称略）

（令和元年9月21日～令和元年11月20日受付分）

【本所受付分】
（9月分）
金山喜久男 （高須町　亡妻　ヒロ子） 金一封
藤井　繁人 （浦崎町　亡父　康夫） 金一封
箱田　智則 （西藤町　亡母　之恵） 金一封

（10月分） 
杉谷　和子 （高須町　亡母　粟村安子） 金一封
中段　敬宏 （木ノ庄町　亡父　久登） 金一封
光吉　一真 （美ノ郷町　亡母　ユキエ） 金一封
山𦚰　光春 （西藤町　亡妻　八重子） 金一封
黒瀬　和枝 （吉和町　亡夫　繁男） 金一封
榊原　保則 （向東町　亡妻　登紀子） 金一封
柿本　啓子 （向東町　亡父　篤夫） 金一封
高橋　　稔 （福山市　亡母　高美） 金一封
岡田眞理子 （新高山一丁目　亡夫　正志） 金一封
志毛　保美 （東則末町　亡母　カツ子） 金一封
大前　厚子 （美ノ郷町　亡夫　和三） 金一封
広川　豊子 （山波町　亡夫　栄） 金一封
石原　嘉三 （美ノ郷町　亡母　幸枝） 金一封
村上　　護 （高須町　亡母　ムツヱ） 金一封
貝川　文吉 （栗原町　亡妻　玉枝） 金一封
匿　　　名 （1件） 金一封

（11月分）  
蔦本　妙子 （木ノ庄町　亡夫　邦男） 金一封
元広　健一 （栗原町　亡妻　ヤスコ） 金一封
大本　員義 （美ノ郷町　亡父　芳文） 金一封
小川　真史 （十四日町　亡父　尚治） 金一封
髙橋　則子 （木ノ庄町　亡夫　徳之） 金一封

【御調支所受付分】
（10月分）
村上　　直 （御調町徳永　亡祖父　亨） 金一封

西奥　昭義 （御調町福井　亡義母　スミヨ） 金一封
中森　靖子 （御調町丸門田　亡夫　国明） 金一封
新屋　光正 （御調町市　亡母　トシエ） 金一封
深川　佳節 （御調町貝ヶ原　亡父　博） 金一封

（11月分）
廣重　訓二 （御調町徳永　亡妻　久子） 金一封
胡谷　博美 （御調町山岡　亡母　ヒロコ） 金一封
吉田　成邦 （御調町植野　亡祖母　サツヱ） 金一封
新屋　俊勝 （御調町綾目　亡母　トミコ） 金一封
梶本　妙子 （御調町徳永　亡夫　正幸） 金一封
前田　覚蔵 （御調町貝ケ原　亡妻　恵美子） 金一封

【向島支所受付分】
（9月分）
藤原冨佐子 （向島町　亡子　信昭） 金一封
𠮷原　博隆 （向島町　亡母　義子） 金一封
新田　博文 （向島町　亡母　ミエ子） 金一封

（10月分）
福本　理恵 （向島町　亡夫　哲史） 金一封
半田　　香 （向島町　亡父　博紹） 金一封
力石　信子 （向島町岩子島　亡夫　信治） 金一封
村上　孝秋 （向島町　亡母　笑子） 金一封
信岡　温子 （向島町　亡夫　啓） 金一封
舟橋　義浩 （向島町　亡母　正子） 金一封
𠮷原　正和 （向島町　亡母　壽美） 金一封
賀川　暢子 （向島町　亡夫　洋成） 金一封
匿　　　名 （1件） 金一封

（11月分）
三阪　清貴 （向島町岩子島　亡父　忠昭） 金一封
吉原　恵子（向島町　亡夫　英雄） 金一封
桒原　泰子 （向島町立花　亡夫　俊明） 金一封

川口　純司 （向島町岩子島　亡母　隆江） 金一封
谷本　恒世 （向島町　亡妻　准子） 金一封

【因島支所受付分】
（9月分）
花岡　誠司 （因島田熊町　亡父　重幸） 30,000

（10月分）
峯松　英雄 （因島中庄町　亡母　トミ子） 金一封
村上　博啓 （因島大浜町　亡母　喜代子） 金一封

（11月分）
村上　和弘 （因島田熊町　亡母　榮美） 金一封
松浦　秀典 （因島中庄町　亡祖父　和助） 金一封
千葉伊都子 （因島土生町　亡母　美代子） 金一封

【瀬戸田支所受付分】
（10月分）
田坂　　亮 （瀬戸田町荻　亡父　宗） 金一封
大本　憲紀 （瀬戸田町高根　亡妻　真由美） 金一封

一般寄付
藤本　攝雄 （百島町） 金一封
福祉まつり協力団体（8団体） 18,600
匿　　　名 （3件） 金一封

市社協指定寄付金（計） 937,600
地区社協指定寄付金（計） 954,500

物品寄付
株式会社ハローズ（門田町） 車椅子　6台

市社協の運営に対しまして、ご理解とご協力をいただきました
賛助会員・団体会員の方々です。
（令和元年9月21日～令和元年11月20日受付分）（敬称略・順不同）

ご寄付ありがとうございましたご寄付ありがとうございました

会費ご協力ありがとうございました会費ご協力ありがとうございました
賛助会員（企業等）
（一社）尾道薬剤師会
漢字同好会
ローソン御調町店（株）森鳰酒店
（有）中本薬局

尾道市認知症キャラバン・メイト連絡会
賛助会員（個人）
瀬尾　暁史
金山喜久男
大田垣千恵子
児玉フジエ

団体会員

　11月10日（日）、瀬戸田ボランティア連絡協議会は、瀬戸田
市民会館にて、公益財団法人　ひろしまこども夢財団理事長
の三好久美子さんをお招きし、「出会って　知って　つながっ
て」という演題で講演会を開催しました。地元でボランティア活
動をされている方から、ボランティアに関心のある方まで幅広
い参加がありました。
　三好さんは、ご自身のボランティア活動を通して、「人生の
充実（生きがい）と相手に喜んでもらえる役立感で、しあわせ
な人生を歩んできました。現在は、地元福山で立ち上げたボラ
ンティアグループ『ばあちゃんズ』の活動を、子ども会等とリンク
して広げています。」と話され、「皆さんのボランティア活動も、
つながらなければ広がらない」と応援がありました。
　瀬戸田ボランティア連絡協議会は、今後も、ボランティアの
研修会を開催し、
ボランティアの魅力
の啓発活動を行
い、また、一緒に活
動していく仲間作り
を続けていきたいと
思っています。

ボランティア推進講演会を開催しました 　認知症の人やご家族、地域の方、専門職等、
どなたでも気軽に集まれる場所です。介護の相談
も出来ます。皆さまのご参加をお待ちしています。

【オレンジカフェみにみに】
　　　　※６月にオープンしました!!
日　時　毎月第３木曜日　10:00～11:30開催 
場　所　（もと）喫茶ミニミニ（向東町2218-2）
参加費　１人100円（お茶・お菓子代）
問い合わせ先　尾道市向島地域包括支援センター
　　　　　　   ☎0848（41）9240

オレンジカフェ（認知症カフェ）の紹介オレンジカフェ（認知症カフェ）の紹介

令和元年度  尾道市社会福祉大会を開催

　
11
月
19
日
、
尾
道
市
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
福
祉
関
係
者
や
市
民

約
２
５
０
人
が
参
加
し
、

社
会
福
祉
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
福
祉
社

会
の
更
な
る
充
実
を
願
い
、

福
祉
活
動
功
労
者
の
表
彰

と
誰
も
が
身
近
な
地
域
の

中
で
安
心
し
て
生
活
で
き

る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

市
民
の
連
携
を
深
め
る
機

会
に
な
る
こ
と
を
目
的
に
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
も
福
祉
活
動
功

労
者
と
し
て
、
尾
道
市
社

会
福
祉
協
議
会
会
長
か
ら

社
会
福
祉
協
議
会
関
係
者

８
名
、
民
生
委
員
児
童
委

員
88
名
、
社
会
福
祉
施
設
・

団
体
関
係
者
22
名
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
10
名
、
介
護
者
７

名
の
合
わ
せ
て
１
３
５
名
の

方
々
に
表
彰
状
を
贈
呈
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
式
典
終
了
後
、

プ
ロ
ア
ス
リ
ー
ト
の
鈴
木
徹

さ
ん
に
記
念
講
演
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。「
２
つ
の

病
で
自
分
か
ら
手
を
挙
げ

ら
れ
な
か
っ
た
子
ど
も
の
頃

で
し
た
が
、
ス
ポ
ー
ツ
を
頑

張
る
こ
と
で
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
上
が
り
今
の
私
が
あ
り

ま
す
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

表彰式　福祉活動功労者 記念講演　『 ２つのコンプレックスが私の武器になった 』
走り高跳びプロ選手　鈴木  徹さん

ボランティア活動紹介 瀬戸田地域

～尾道市立向東中学校～文化祭で募金活動
　ボランティア実践校の指定を受けている尾道市立向東中学校
では、11月9日の文化祭で赤い羽根共同募金活動を行いました。
「ボランティア活動を推進している本校では、生徒会が中心となっ
て募金を呼びかけ、例年以上の17,055円の募金が集まりました」と
生徒会長。
　集まった浄財は、尾道市共同募金委員会に寄贈いただき、広島
県共同募金会へ送金させていただきました。工夫を凝らした活動
と積極的な呼びかけを有難うございました。
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〈
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
〉

５
年
後
、１０
年
後
、安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り

５
年
後
、１０
年
後
、安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り

〜
我
が
事  

丸
ご
と  

地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
〜

〜
我
が
事  

丸
ご
と  

地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
〜

中
央
圏
域 

担
当
：
柏
原

（
山
波
、
新
高
山
、
長
江
、
久
保
、

筒
湯
、
土
堂
、
日
比
崎
）

　
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
や
認
知
症
カ

フ
ェ
等
、
地
域
の
活
動
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
11
月
21

日（
木
）に
は
、
中
央
圏
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
で
、
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
活
動
を
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ

私
自
身
が
知
ら
な
い
取
り
組
み
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後

も
皆
さ
ん
の
地
域
へ
出
向
き
、一緒

に
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

北
部
圏
域 

担
当
：
石
井

（
原
田
、木
ノ
庄
、美
ノ
郷
、御
調
）

　
北
部
エ
リ
ア
は
、
御
調
町
が
７

地
区
社
協
、
原
田
・
木
ノ
庄
・

美
ノ
郷
町
が
６
地
区
社
協
の
、

合
わ
せ
て
13
地
区
社
協
で
す
。

　
尾
道
市
で
は
、
若
い
世
代
か
ら
高
齢
者
ま
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

あ
る
７
つ
の
圏
域
ご
と
に
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー（
地
域
支
え
合
い
推
進
員
）
を
配
置
し
て
、
地
域

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
は
、
地
域
の
住
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
ど
ん
な

地
域
に
し
た
い
か
考
え
た
り
、
困
り
ご
と
を
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ
た
り
、
地
域
で
必
要
な
集
う
場
や
資
源
を

調
べ
た
り
す
る
調
整
役
で
す
。

　
現
在
、
尾
道
市
社
協
で
は
、
７
つ
の
圏
域
の
う
ち
、
５
圏
域
を
受
託
し
て
お
り
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
地
域
活
動
の
一
端
を
紹
介
し
ま
す
。
今
後
、
各
地
域
へ
お
伺
い
し
、
一
緒
に
地
域
づ
く
り
の
お
手
伝
い

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
地
域
の
中
で
は
、
孤
立
死
や

悪
徳
商
法
、
虐
待
な
ど
地
域
社

会
か
ら
の
孤
立
に
よ
り
、
様
々
な

課
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
課
題
を
未
然
に
防
ぐ

に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
さ
り
げ

な
い
見
守
り
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
他
の
地
区
に
先
駆
け
て

原
田
・
三
成
・
木
ノ
庄
東
・
大
和
・

綾
目
地
区
社
協
で
は
、
地
域
で

の
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
取
り

組
み
、
支
え
合
い
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

西
部
圏
域 

担
当
：
藤
原

（
栗
原
・
久
山
田
、日
比
崎
、
吉
和
、

栗
原
北
）

　
栗
原
・
久
山
田
地
区
で
は
、役

員
と
町
内
会
長
13
名
で
、三
美
園

自
治
会
の
見
守
り
活
動
の
視
察

研
修
へ
行
き
ま
し
た
。参
加
さ
れ

た
方
か
ら
は
、「
大
変
有
意
義
で

あ
っ
た
」「
見
守
り
体
制
の
仕
組
み

を
参
考
に
し
た
い
」な
ど
の
感
想

が
出
さ
れ
、今
後
の
取
り
組
み
に

繋
が
る
視
察
と
な
り
ま
し
た
。

　南
部
圏
域 

担
当
：
新
田

（
瀬
戸
田
）

　
瀬
戸
田
町
名
荷
地
区
で
は
、

10
月
21
日
よ
り
、
４
回
シ
リ
ー
ズ

で
生
活
介
護
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
を
開
講
中
で
す
。 

　
た
く
さ
ん
の
名
荷
地
区
の
皆

さ
ん
が
、
わ
が
町
の
地
域
づ
く
り

に
関
心
を
持
ち
集
ま
っ
て
お
ら
れ

ま
す
。

　南
部
圏
域 

担
当
：
峰
松

（
因
島
）

　
因
島
で
は
、現
在
第
２
層
協
議

体
の
立
ち
上
げ
に
、取
り
組
ん
で

い
ま
す
。因
島
医
師
会
、ビ
ロ
ー
ド

の
丘
、地
区
社
協
、区
長
会
、民

生
委
員
、老
人
ク
ラ
ブ
、青
年
会

議
所
の
代
表
者
に
メ
ン
バ
ー
と
し

て
参
加
し
て
い
た
だ
き
、高
齢
者

が
安
心
し
て
在
宅
で
暮
ら
せ
る
地

域
づ
く
り
を
目
指
し
、話
し
合
い

を
行
っ
て
い
ま
す
。各
町
の
役
員

の
皆
様
に
は
、「
地
域
資
源
マ
ッ

プ
」の
作
成
に
も
、ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
。こ
れ
を
今
後
の
地
域

づ
く
り
に
活
用
し
な
が
ら
、進
め

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

『赤い羽根共同募金の活動報告』『赤い羽根共同募金の活動報告』
【街頭募金活動】10月1・2日、12月1・2日
　尾道駅前や長江口、スーパーなど17ヵ所で街頭募金活動を行いました。
地域の方や福祉団体、多くのボランティアの皆さんにご協力をいただき、
子どもから高齢者まで幅広い世代の方に募金いただきました。

【10月20日  福祉まつりで募金活動】
　尾道市総合福祉センターで開催された第48回おのみち福祉まつりでは、
スタンプコーナーに募金箱を設置し、カープバッジの募金もお願いしました。
多くの参加者から募金をいただき、28,476円の浄財が集まりました。
　その他、福祉施設・病院・公民館等に募金箱を設置していただき、尾道市
内の小学校や企業にも募金活動をお願いしました。

　引き続き、総合福祉センターや市社協各支所でも募金箱を設置し、1,000円以上
の募金でカープバッジをお渡ししています。ご協力をよろしくお願いします。

　集まった募金は、一度
広島県共同募金会に送金
し、尾道市共同募金委員
会に配分され、地域の活
動に活かされています。

全額送金

配分

地区社協、福祉団体、尾道市社協等
の福祉活動に助成

（10,817,304円　約56％）

県内の広域的な福祉活動への助成
や災害支援に備えた積立

（8,474,000円　約44％）

社会福祉法人  広島県共同募金会

★募金は地域の活動に活かされています★
平成30年度 尾道市共同募金実績額　19,291,304円

戸別募金
12,283,550円

街頭募金
2,075,965円

法人募金
2,952,825円

学校募金
231,138円

職域募金
1,747,826円

　尾道いきいき大学は、市内在住の60歳以上の方を対象
に、年20回の実技講座と、年８回の教養講座を開催して
います。９講座ある実技講座の学習の成果を、下記のとお
り発表しますので、皆様ぜひご来場ください。

日　時　令和２年２月１日（土）　10：30～16：00
　　　　令和２年２月２日（日）　９：00～15：00
場　所　尾道市総合福祉センター
内　容　舞台発表（茶道講座、英会話講座ほか）や作品

展、茶道講座によるお茶席等

尾道いきいき大学学生祭開催


